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k > 1として，f(x) = x2 + 2kxとおく。曲線 y = f(x)と円 C : x2 + y2 = 1の 2

つの交点の内で，第 1象限にあるものを Pとし，第 3象限にあるものを Qとする。点
O(0, 0)，A(1, 0)，B (−1, 0)に対して，α = ∠AOP，β = ∠BOQとおくとき，以下
の問いに答えよ。

(1) kを αで表せ。

(2) 曲線 y = f(x)と円 C で囲まれる 2つの図形の内で，y = f(x)の上側にあるもの
の面積 S(k)を αと β で表せ。

(3) lim
k→∞

S(k)を求めよ。


